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研究成果の概要： 
従来、発展段階的に把握されてきた中世後期社会の展開に対して、早島 2006 を中心とする論

考では、この時期に首都としての姿を明瞭にした京都の政治的・経済的求心力に注目し、室町

幕府体制が確立した 14c 末～15c 初頭の飛躍的発展と、幕府が解体していく 15c 末～16c 初頭

以降のの低迷という流れで理解すべきと主張した。中世後期社会の特徴は、かつて京―公家の

都と鎌倉―武家の都に分かれていた列島社会の核が京都に一元化され、政治・経済の上で大き

な求心力を有した点にあった点にあり、社会の展開も室町幕府の消長にリンクしたものであっ

た。 
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１．研究開始当初の背景 
 これまで中世社会の展開は、時代を追うご
とに発展するという発展段階的理解の下で
把握されてきたといえ、とりわけこの傾向は
中世後期の研究において顕著であった。しか
し、京都を核に再編された中世後期社会の展
開は、実際には室町幕府の成立や解体といっ
た政治史とも密接に連動したものであり、具
体的には幕府体制が確立した 14c 末～15c 初

頭の飛躍的発展と、幕府が解体していく 15c
末～16c 初頭以降の低迷という流れで理解で
きる。従来の研究は発展段階論の理論に、史
料の読みを追随させる傾向にあったが、 
政治史の展開や社会経済史の実態を視野に
いれた上で、発展段階論によりかからない中
世後期社会像の再構築を目指す必要がある。 
 
 



２．研究の目的 
注目すべきはこの時期に首都としての姿を
明瞭にした京都である。武家政権が京都に本
拠を置いたことにより、鎌倉時代には、公家
の都＝京都と、武家の都＝鎌倉と分化してい
た首都機能が一元化され、中世後期になって
列島社会に核ができた。これは中世前期とは
一線を画する中世後期社会の特色といえ、首
都京都を中心に再編された社会の展開を明
らかにすることで、従来、単純に成長・発展
する社会と考えられてきた同時期の社会像
の再構築を目的にする。 
 
 
３．研究の方法 
 政治史と経済史の史料に基づく総体的で

正確な理解から、中世後期社会像を再構築す

る。 

 経済史的には１４～１６世紀にかけての

商人データベースを作成する。日本中世史で

は商業関係史料が断片的にしか残存してお

らず、そのために部分的史料の読みから、性

急に全体が論じられる傾向にあった。そのた

めに、研究の基礎作業として個々の史料を一

度、収集・整理して個々の商業の展開が全体

でどのような位置にあるかを明確にする必

要がある。その上で、中世後期における商人

の動向が、常に右上がりで発展するという超

歴史的な理解ではなく、当時の政治・経済構

造の変化の影響も受けた、起伏に富んだもの

であったことを明らかにした。 

 政治史的には、室町幕府は、公武統一政権

として展開し、朝廷の主催していた国家的公

事の用途を出資する点に特徴があり、それを

軸に地方から京へ財貨が移動した。このよう

なあり方が形成される過程について、これま

で研究はなく、国家的公事の遂行状況と、財

源のあり方を解明し、そこから公武統一政権

の成立と崩壊を明らかにする。 
 
４．研究成果 
以上の分析を経て、中世後期社会の展開は、
従来のような右肩上がりの理解ではなく、室
町幕府体制が確立した 14c 末～15c 初頭の飛
躍的発展と、幕府が解体していく 15c末～16c

初頭以降のの低迷という流れであったこと
を明らかにした。 
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